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自動車がなくても、買い物や通院に支障なく生活ができる工

夫、仕組みをつくろう

福知山市自治基本条例推進委員会（Ｂグループ）

提案No.16

身近な場所に拠点をつくり、様々なサービスを「行く」から

「来る」に転換しよう

提案No.17



今年度の議論のテーマ１

 車がないと生活できない

 高齢者の移動の不安

 地域で集まれる場所
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身近な場所に拠点をつくり、様々なサービスを

「行く」から「来る」に転換しよう

地域で暮らし続けるために必要な「移動」と「拠点」



 委員から、次のような意見がありました。

生活実感から見える現状２

• 高齢になると、運転が不安になる

• バスの運行本数が少ない

• 買い物や病院に行くのが大変

• 移動販売は地域にとって重要

• 地域で集まれる場所が少なくなっている



現状から見える課題３

 議論を整理すると、次のような課題が見えてきました。

①移動手段の不足

②車がないと生活できない

③地域の拠点の減少

④サービスや情報が分散している

• バスの本数が少なく、地域によっては移動手段が限られている。
• 地域内交通（鬼タクなど）は運行範囲に制限がある。

• 買い物や通院などの日常生活において、車がないと移動が困難
• 高齢になり、運転ができなくなると、生活への不安が大きい

• 施設の統廃合により、地域で集まれる場所が少なくなっている。
• 人が集まり、サービスを受けられる拠点が不足している。

• 移動販売や地域交通などのサービスはあるが、場所や時間、情報
がまとまっておらず、利用しにくい。



目指す地域の姿４

車がなくても、安心して暮らせる地域

私たちは、

そのためには

• 移動手段の確保

• 地域の拠点づくり



移動のしくみ５

【重要な取組み】

• 地域交通

• 乗り合い

• 移動販売

• 移動サービス

 議論のなかで見えてきたのは

地域の実情に合わせた多様な移動手段



地域の拠点６

【重要な取組み】

• 公民館

• 空き施設

• 店舗

• 地域交流施設

 議論のなかで見えてきたのは

地域の中に、人が集まれる拠点がある



「移動」と「地域」を結びつける７

 「移動」と「拠点」を組み合わせることで

• 買い物

• 交流

• 健康づくり など

地域の暮らしを支えることができる



Ｂグループの結論８

• 地域の資源を活用する

• 住民主体の取組みを進める

• 地域から行政や企業に連携を働きかける

私たち住民は、

「移動」と「拠点」を組み合わせた地域の暮らしを支える仕組みづくり

そのためには、
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 地域の身近な場所を拠点に、様々なサービスが「来る」仕組みづくり

まとめ９

① 地域の拠点づくり

② 「来るサービス」の充実

③ 地域資源の活用

移動販売、行政サービス、
健康相談などが、
地域に来る仕組み
をつくる

公民館や空き施設など、

身近な場所を

交流やサービスの

拠点として
活用する

既存の交通や地域活動を

仕組みをつくる
組み合わせ、暮らしを支える

既存の交通や地域活動を

仕組みをつくる
組み合わせ、暮らしを支える
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